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⃝5月号は、4月13日時点の情報に基づき作成しています。⃝紙面中、電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「045」です。⃝開館時間や休みなどは各問合先に確認してください。
⃝収集した個人情報や意見は「横浜市個人情報の保護に関する条例」に従い、目的の範囲内で適正に管理・利用します。

「市民からの提案」と明記し、居住
区の区役所へ。市役所や区役所、
公共施設に専用封筒もあります。

横浜市コールセンター（毎日8時～21時）

664-2525 664-2828

各種手続・窓口案内・市営交通の案内など

市政へのご意見・ご提案

手紙

インターネット

区役所の開庁時間
⃝平日８時45分〜17時（祝日・休日・12月29日から1月3日を除く）。

※昼の時間帯はお待たせする時間が長くなる場合があります。
⃝毎月第２・４土曜日 9時〜12時（戸籍課・保険年金課・こども

家庭支援課の一部の業務）。

　

検索横浜市コールセンター

検索市民からの提案

2022年4月1日現在
人口：3,768,363人　世帯数：1,772,142世帯

横浜市データ

検索横浜市 推計人口・世帯

　市政に関するお知らせを受け取れる
ほか、粗大ごみの申込みや道路の損傷
通報などのサービスを利用できます。

友だち登録はこちらから▲ カタログポケットについてはこちらから▲

　広報よこはま市版は無料アプリ「カタ
ログポケット」で閲覧できます。音声読み
上げや多言語に対応しています。

横浜市LINE公式アカウント 広報よこはまをアプリやウェブで閲覧できます

横浜市の新型コロナの
お問い合わせ窓口

横浜市新型コロナウイルス感染症コールセンター(帰国者・接触者相談センター）

550-5530 846-0500
24時間
受付

ワクチン接種に関するお問合せ 0120-045-070  050-3588-7191
9時~19時 土・日曜、祝・休日含む

「広報よこはま」に掲載しているイベントは、新型コロナウイルス感染症対策を行った上で開催しています。
参加時は主催者の指示の下、感染症対策にご協力をお願いします。

新型コロナ
関連情報は
2面へ
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　ウクライナの状況に日々、心を痛めています。ウクライナ南部に位置するオデーサ市は、横浜市の大切な姉妹
都市です。共に戦火による焦土の中から復興したこと、また同じ国際港湾都市であることをご縁として、1965年
に提携して以来、市代表団や市民団の相互訪問、医療・スポーツ分野等での交流を続けてきました。横浜市は、
ウクライナからの避難民の方々のための相談窓口を市内12か所に設置し、市営住宅での受入れや生活の
支援などを行っています。庁内に支援対策チームも立ち上げ、今後もできる限りのご支援をしてまいります。
　ワクチン接種については、4月から12～17歳の方の3回目接種を開始しています。接種券は、2回目接種
から5か月が経過する週に順次お送りし、6か月が経過した日から市内医療機関や集団接種会場で接種いた

だけます。今後の大きなリバウンドを回避するために、市民の皆様には引き続き、
基本的な感染防止策の徹底をお願いします。
　現在、臨海部のみなとエリアと、ズーラシアに隣接する里山ガーデンで「ガーデン
ネックレス横浜2022」を開催しています。5月3日から始まる「横浜ローズウィーク」
では、山下公園や港の見える丘公園をはじめ、市内各所で多彩な品種のバラが
美しく咲き誇り、街を包み込みます。ぜひ、花と緑で鮮やかに彩られた横浜をお楽
しみください。
　そして2027年には、ここ横浜で、国際園芸博覧会を開催します。博覧会に向けて、
花と緑の持つ大きな力、そして農の収穫と食の豊かさを、国内外の多くの皆様に
お伝えし、市民の皆様と御一緒に盛り上げていきたいと思います。

市民の皆様へ

横浜市長

山下公園「未来のバラ園」（昨年の様子）山下公園「未来のバラ園」（昨年の様子）
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新型コロナウイルスワクチン接種情報
横浜市 新型コロナ ワクチン 検索

※4月13日時点の情報に基づき作成しています。

首相官邸ウェブサイト「新型コロナワクチンについて」
『都道府県別等の実績』より

集団接種会場  5月の接種日について

オミクロン株に対する3回目接種の効果について

３回目接種が加速しています

新型コロナウイルスに感染した人のワクチン接種について

　3回目接種券は、2回目接種から5か月を経過する週に発送しています。接種が受けられるのは、
2回目接種から6か月経過した日以降になります。
　ワクチン接種に関する最新の情報は横浜市ウェブページをご確認ください。

　現在、開設している各集団接種会場の5月の接種日を
右のとおりに変更します。早めのご予約をご検討くだ
さい。
※会場により受付時間が異なります。予約の際にご確認ください。
※その他、イベント開催時など、周辺の混雑が予想

される際は接種を行わない場合があります。

　横浜市では、市民の方がより早く接種を受けられるよう、 
接種券発送の前倒しや、「接種券なし接種」、「深夜・早朝接種」
の実施、一部会場での接種時間の延長など、さまざまな取組
を進めてきました。
　その結果、接種が加速し、4月12日公表時点で接種者
1,655,904人、接種率44.0％になり、接種率が人口200万人以
上の都市の中で1位、人口100万人以上の11政令市の中でも
2位になっています。

（参考：厚生労働省新型コロナワクチンQ&A）

（参考：厚生労働省新型コロナワクチンQ&A）

　1、2回目接種を終えた後、感染した方に対する3回目接種は、感染
してから暫定的に3か月間隔を空けることを一つの目安にするこ
ととされています。
　ただし、この場合も、3回目接種は2回目接種から6か月が経過してい

る場合に限ります。（例：2回目接種から4か月後に感染し、その後回復し
た場合、3回目接種は2回目接種から7か月後が一つの目安となります。）
　なお、本人が希望する場合、感染から回復後、期間を空けずに追加接
種をすることが可能です。

　オミクロン株に対する1、2回目接
種による発症予防効果は、デルタ株
と比較し低くなっているものの、3
回目接種をすることで、2回接種後
に低下した感染予防効果、発症予防
効果が一時的に回復することが海外
の疫学研究等で報告されています。

感染
予防効果が
回復
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　第6波では、死亡した人のうち65歳以上の方が約95％となっています。また、重症化す
るのは、ほとんどが高齢者や基礎疾患のある方です。
　特に高齢者や基礎疾患のある方は、引き続きしっかりと感染対策を行ってください。
若い方は、高齢者や基礎疾患のある方に感染させないよう、ご配慮をお願いいたします。
　新型コロナウイルス感染症は、だれでも感染しうる病気です。正しい知識に基づいた
冷静な行動、相手の立場を理解し、思いやる行動をお願いします。

新型コロナウイルスに関するお願い

発症予防効果
（英国での研究報告）

感染予防効果
（米国での研究報告）

横浜市と人口200万人以上の都市の接種率
（4月12日公表時点）

ワクチンの
種類 会 場 5/1

日
5/2
月

5/3
火

5/4
水

5/5
木

5/6
金

5/7
土

5/8
日 5/9〜31

モデルナ
みなとみらい会場 － － － － － － － － 月・金・土曜
保土ケ谷会場 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 火・金・土曜
その他の会場

○ － － － － ○ ○ ○ 金・土・日曜
ファイザー

関内第2会場
WeWorkみなとみらい会場集団接種会場に関する詳細はこちらから▲

発症予防効果が
回復

※15週間後以降
はその効果が
25〜40％

横浜市
名古屋市
大阪市

8.2％8.2％
5.6％5.6％
2.7％2.7％

44.0％
42.3％

35.6％
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　コロナ禍において、さまざまな地域の活動が制限されるなか、
住民の皆さんの快適な暮らしのために、自治会町内会は、知恵と
工夫で幅広い活動に取り組んでいます。
※活動内容は、自治会町内会によって異なります。

【問合せ】	市民局地域活動推進課　 671-2317 664-0734

今こそ、地域の絆を
助け合い、支え合う自治会町内会

自治会町内会への加入に関する問合せは、居住区の地域振興課へ連絡してください。
鶴見区 510-1687 中区 224-8131 保土ケ谷区 334-6303 金沢区 788-7802 青葉区 978-2291 栄区 894-8391

神奈川区 411-7087 南区 341-1235 旭区 954-6091 港北区 540-2235 都筑区 948-2474 泉区 800-2391

西区 320-8387 港南区 847-8391 磯子区 750-2391 緑区 930-2232 戸塚区 866-8412 瀬谷区 367-5691

　笹下台団地は丘の上にあり、買い物が大変なエリアです。さらに、
コロナ禍の生活で、思うように外出できない住民のために、笹

ささ

寿
じゅ

会
かい

（笹下台団地自治会の敬老会）
では、週に一度、団地内の公園
を活用し、朝市を行っていま
す。コンビニエンスストアや、
横浜市中央卸売市場、地域活
動ホーム、地域活動支援セン
ターなど、さまざまな企業・地
域団体と行っている朝市は、
多くの住民が利用しており、

自然と住民が集まることで、見
守りにもつながっています。
　また、お祭りをはじめとし
た地域行事が行えない今だか
らこそ、朝市は地域の大切な
コミュニケーションツールと
なっています。適度なソーシャ
ルディスタンスを保ち、子ども
から高齢者まで、幅広い年齢層
が交流（＝三世代交流）できる
場となり、顔の見える関係づくりにも役立っています。

笹下台団地自治会

　災害が起きたとき、家族みんなが家に
いるとは限りません。自治会町内会では、
万が一に備えて、災害時の備蓄や防災訓
練などを実施しています。いざという時
こそ、地域のつながりが力を発揮します。

　子育てサロンや子ども会の活動を通
じて、地域ぐるみで子育て支援を行って
います。安心して子育てができるまちづ
くりに取り組んでいます。

　身近に潜む、放火や空き巣、ひったくり
などの犯罪。それらを防ぐには、地域の
「目」が重要です。防犯パトロール、防犯灯
の管理などを行い、安全で安心なまちを
守っています。

　歩道の花壇を美しい花で飾ることや、
落ち葉の清掃など、まちの美化にも取
り組んでいます。ごみ集積所の管理や、
段ボールなどの資源ごみの集団回収を
行っているのも、自治会町内会です。

　登下校時の子どもの見守りや一人暮
らしの高齢者への声掛けなどを行って
います。地域ぐるみで交わすあいさつ
が、まちに元気を与えてくれます。

　ごみの出し方、子育てサロンの情報な
ど、地域の耳寄り情報を掲示板などで発
信しています。また、毎月の「広報よこは
ま」や「議会だより」も自治会町内会が配
布しています。
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　研修修了後、市内の介護サービス事業所などへの就業支援をします。
【応募条件】	⃝介護保険サービスを行う横浜市内の施設・事業所など

　で介護職を希望する人。
	 	 ⃝介護職員初任者研修または同等以上の資格を保有し

　ておらず、当該資格に係る研修中でない人。
【定員】選考各40人。令和4年度中に4回開講

【募集】5月1日（日）～20日（金）必着
【研修期間】6月14日（火）～8月18日（木）
【募集】6月1日（水）～20日（月）必着
【研修期間】7月20日（水）～10月14日（金）

【研修場所】ウィリング横浜（港南区上大岡西1-6-1）
【費用】無料（交通費は自己負担）
【申込方法】電話で問合せの上、申し込み

【問合せ】敬老パス問合せダイヤル　 394-3105（毎日8時～19時） 620-7935

【問合せ】かながわ福祉サービス振興会教育事業課
 210-0788（月～金曜〈祝・休日除く〉9時～17時） 671-0295

2022年10月から、敬老特別乗車証（敬老パス）が、

「専用のプラスチック製のICカード」に変わります

ホームヘルパー資格取得の
費用を助成します

介護職員初任者研修

第1・２回受講生募集

　敬老パス制度の検討を行うため、正確な利用実
績を把握することを目的に、2022年10月から、
敬老パスをこれまでの「紙製のカード」から「専用
のプラスチック製のICカード」に変更します。

⃝4月下旬からICカード化に関するお知らせをお送りしています。
⃝7月から9月にかけてICカードを順次お送りします。
　•	ICカードが届くまでは、紙製のカードを利用してください。
　•	ICカードが届いたら、ICカードを利用してください。

⃝7月以降、別途お知らせをお送りします。
⃝9月下旬までにICカードを順次お送りします。
　•	ICカードは10月からご利用いただけます。

　ホームヘルパー（訪問介護員）として働くことを目指している人に、
必要な資格の取得にかかる費用を助成します。

　横浜市の事業を人権尊重の視点を持って推進し、市民・
事業者など社会全体で人権問題の解決に取り組むため
「横浜市人権施策基本指針」を策定しています。

⃝新型コロナウイルスの感染者や医療従事者などの家族、外国人
などへの誹謗中傷に対する対応

⃝ヤングケアラーや、長期化・高齢化するひきこもりなど、新たに
顕在化した人権課題への取組

⃝インターネットやSNSの普及、SDGsなど、社会情勢の変化への対応
⃝犯罪被害者等支援条例の制定、パートナーシップ宣誓制度など、市の取組の進捗状況

　「横浜市人権施策基本指針」は、ウェブページに掲載しているほか、各区
役所区政推進課などで配布しています。

横浜市市民相談室
毎週水曜日（祝・休日除く）13時～16時
671-2306（予約先）

日頃困っている
人権問題について
相談できます

みんなの人権110番（全国共通人権相談ダイヤル）
月～金曜（祝・休日除く）8時30分～17時15分
0570-003-110

※相談は無料ですが、通話料がかかる場合があります。

※その他の相談窓口について、
詳しくはウェブページを確認
してください。

指針の概要

めざす社会像

面接による相談（予約制） 電話相談

基本姿勢

改訂のポイント

【問合せ】	市民局人権課　 671-2718 681-5453

「横浜市人権施策基本指針」を2022年3月に改訂しました

横浜市人権施策基本指針改訂版 令和３年度 検索

横浜市 訪問介護等資格取得支援事業 検索

横浜市福祉事業経営者会 検索

「一人ひとりの市民が互いに人権を
尊重しあい、ともに生きる社会」の実現

1	人権尊重を基調とした市政　　　
2	当事者の思いに寄り添う　　
3	市政を担う職員の人権意識の向上
4	地域社会全体での取組

【助成上限額】70,000円※　【研修時間】130時間
【研修修了後に従事できる仕事内容】
身体介護（入浴、排せつ、食事の介助など）
生活援助（掃除、洗濯、調理、買い物など）

【助成上限額】30,000円※　【研修時間】59時間
【研修修了後に従事できる仕事内容】
生活援助（掃除、洗濯、調理、買い物など）

　助成対象者には、介護保険事業所での就業などの要件が
あります。詳しくはウェブページを確認してください。

人権相談窓口 検索

▲概要版

敬老特別乗車証(敬老パス)とは？　市内の路線バス(市営・民営)、市営地下鉄、
金沢シーサイドラインが利用できる乗車証です。市内に住む70歳以上の希望者に
交付しています(所得等に応じた負担金が必要です)。

ICカード化によって
敬老パスの使い方が変わります

介護職員
初任者研修

2022年
2月末時点で
敬老パスを
持っている人

3月以降に
敬老パスの
交付を受けた人

生活援助
従事者研修

市内在住の65歳以上の人は、「高齢者優待入浴券」を使ってみませんか。銭湯に毎月1回優待料金で入浴できます。
詳しくは今月の「はま情報」を確認してください。

【問合せ】研修について　公益社団法人横浜市福祉事業経営者会　 
 846-4649 840-5816
 この記事について　健康福祉局高齢健康福祉課 
 671-3920 550-3613

※受講料が、各研修の上限額未満の場合は、実際の受講料が助成金額となります。

見本

現 行 ICカード化後
紙製の敬老パスをバス
乗務員や駅係員に提示
して利用

専用読取機に敬老
パス（ICカード）を
タッチして利用

ICカード化した
敬老パスの
イメージ

第1回

第2回
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今月11日以降の、市や外郭団体などが
主催･共催の事業を掲載しています

♦市の施設では、定期点検などのため、休業日を設けています。また、入館料･入園料などは変更になる可能性があります。
♦特に記載のないものは、無料･自由参加･締切日必着･はがき1枚に1人です。
♦各イベント等の終了時間は予定です。
♦ とある場合は、行事名･郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話番号･往復はがきの場合は返信面を明記してください。

日時･期間　 会場　 費用　 保育　 申込み　 問合せ　 行事名　 コース　 郵便番号･住所
氏名（ふりがな）　 電話　 ファクス　 年齢　 往復はがき　 はがき　 ウェブページ

マークの説明

よこはま教師塾    
アイ·カレッジの塾生

選考80人｡詳細は で
7月15日まで
教育委員会教職員育成課（ 411-
0516 411-0533）
高齢者向け優良賃貸住宅入居者

市認定の民間住宅｡ 60歳以上｡都筑区
茅ケ崎中央､抽選20戸｡ 2022年11月予
定｡詳細は募集要項（5月16日から区役
所広報相談係で配布）

6月17日まで
神奈川中央住宅（ 941-1000 941- 
8448）か建築局住宅政策課（ 671-
4121）
みんなのおうちに太陽光   
共同購入希望者

太陽光発電･蓄電池を安い費用で設置
8月31日までに で
事務局（ 0120-216-100）か温暖化
対策統括本部調整課（ 671-2661 

663-5110）
私のひばり自慢 エピソード

杉劇ひばりの日に伝えたい美空ひばり
にまつわる逸話など｡詳細は5月2日か
ら で

5月31日まで
杉田劇場（ 771-1212 770-5656）

福祉・高齢
高齢者優待入浴券の配布

65歳以上。配布数に限りあり｡詳細は問
合せを

6月･9月･12月･2023年3月の初旬
市浴場協同組合に加入の銭湯
健康福祉局高齢健康福祉課（ 671- 
3920 550-3613）
家具転倒防止器具の取付代行

先着300世帯。年齢要件等あり。器具代
は自己負担。取付できる家具は２つま
で。詳細は申請書（区役所広報相談係
で配布）で

7月31日まで
横浜市まちづくりセンター （ 262-
0667 315-4099）か総務局地域防
災課（ 671-3456）
障害者パソコン講習会　
①ワード基礎（前編）
②エクセル基礎（前編）
15歳以上（中学生除く）の肢体･聴覚･
内部･精神等障害者でタイピングが
可能な人､各コース抽選8人｡詳細は
問合せか で

各13時～16時､全4回  
　①6月13日（月）･15日（水）～17日（金）
　②6月20日（月）･22日（水）～24日（金）

横浜ラポール
3,200円
5月20日まで
障害者社会参加推進センター（
475-2060 475-2064）か健康福祉
局障害自立支援課（ 671-3602）
ラポール美術展 作品募集

障害のある人か団体､ 2点まで｡詳細は
5月2日から申込書（問合先で配布｡
から入手）で

8月31日まで
横浜ラポール（ 475-2055 475-
2053）

「広報よこはま」点字版·録音版
視覚障害者向けに市版の点字､市版･
各区版のCD､市版と南北各9区分の
デイジーを郵送｡詳細は問合せを

で政策局広報課（ 671-2332
661-2351）

講演・講座
教室「関節リウマチの薬物療法」を 
オンラインで開催

抽選80人
5月17日（火）15時～16時
5月16日までに で
みなと赤十字病院（ 628-6381
628-6101）
講座｢暮らしと健康 がん｣を  
オンラインで開催

リハビリと心のケア｡詳細は で
5月28日（土）13時30分～15時30分
昭和大学横浜市北部病院（ 949-
7000 949-7117）
市大エクステンション講座
①妊孕性温存療法
②膠原病による皮膚潰瘍の再生治療
各先着｡①100人②150人

①6月14日（火）14時～16時  
②6月20日（月）10時～7月4日（月）10時
①南公会堂②オンラインで配信
5月11日から で
市大地域貢献センター（ 787-8930 

701-4338）

語学･教養･医療講座など
オンライン講座も開催

横浜市立大学 エクステンション講座

YCU講座 検索

パソコン講習
①初めてのパソコン
②初めてのエクセル
③初めてのワード
各抽選12人

各コース火･水曜､全2回
　①6月7･8日の13時30分～16時
　②6月14･15日の9時45分～12時15分
　③6月14･15日の13時30分～16時

①5,528円②③5,550円
5月20日までに で会場のシルバー
人材センター（ 847-1800 847-
1716）

中央職業訓練校 7月生募集
①IT･Webプログラミング科
②パソコン実務科､OA経理科（初級）､
医療･介護事務OA科
求職者､各科選考｡①5月中旬②5月下
旬に説明会あり。費用等詳細は､①5月
2日から②5月9日から で

①ヒューマンアカデミー山下町教室
 ②問合先

①6月9日まで②6月23日まで
中央職業訓練校（ 664-6825
664-2081）

横浜市中央職業訓練校 検索

中央職業訓練校
訓練生募集中

インターンシッププログラム  
1期生募集

20～39歳､学生は2022年度中に卒業
予定の人｡選考30人｡研修から就職ま
でを支援｡説明会あり

5月20日までに で
会場の就職サポートセンター（
0120-915-574）か経済局雇用労働課

（ 671-2343 664-9188）

催 し
ミュージック·マスターズ·コース· 
ジャパン 演奏会 市民招待
①講師室内楽②受講生室内楽
各抽選100人｡詳細は で

①6月30日（木）19時～21時  
②7月10日（日）14時～16時
①県立音楽堂②県民ホール
5月30日まで
文化観光局文化振興課（ 671-
3714 663-5606）
IFCAA 2022 YOKOHAMA

横浜国際消防･防災展｡詳細は で
6月8日（水）10時～18時･9日（木）10時～
17時
パシフィコ横浜ほか
消防局総務課（ 334-6483 334-
6517）
市民クルーズ 
①にっぽん丸 あじさいの里 蒲郡
②飛鳥Ⅱ 海の上の東京 島めぐり
③にっぽん丸 熱海花火と鳥羽
横浜港発着｡各抽選｡①20室②③15室｡
詳細は5月2日から で

①6月17日（金）～19日（日）   
②6月26日（日）～29日（水）   
③7月27日（水）～30日（土）
大人1人    
①117,000円②199,350円～  
③175,500円
取扱旅行会社｡①5月23日まで  
②5月16日まで③5月25日まで
港湾局客船事業推進課（ 671-
7272 201-8983）

お知らせ

財政局取得処分課☎671-2264
価格等詳細は５月中旬から
市 有 地 公 募 売 却

横浜市 市有地売却 検索

令和4年度軽自動車税（種別割）  
①納付期限②納付方法

①5月31日（火）まで｡納税通知書は5月2
日発送予定②スマートフォン決済､クレ
ジット納付､ぺイジー納付
居住区の区役所税務課か､財政局
①税務課（ 671-2229 641-2775）
②徴収対策課（ 671-2255 641-
2775）
国民年金保険料 学生納付特例

前年所得が一定額以下の学生｡継続
希望者も手続を
《申請書が送られてきた人》必要事
項を記入等して郵送

　《申請書が送られてこない人》学生
証か在学証明書と､マイナンバー
カードか基礎年金番号が分かる書
類を持参し､居住区の区役所保険
年金課
申込先か健康福祉局保険年金課

（ 671-2418 664-0403）
PFC-FD療法の開始

変形性膝関節症などに有効な再生医
療｡事前予約制｡費用等詳細は問合
せか で
みなと赤十字病院（ 628-6100
628-6101）
①市民活動保険　   
②市民活動·地域活動支援制度ガイド

①市内で活動するボランティアへの補
償制度｡事前の登録手続不要。詳細は
リーフレット（区役所総務課で配布）で
② で配信中
市民局地域活動推進課（ 671-3624 

664-0734）

募 集

横浜市看護職員 採用

横浜市立病院
看護職員募集

市民病院  脳卒中・神経脊椎センター

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、掲載中のイベント等は中止･延期となる場合がありますので、事前に問合先へ確認してください。

５月は｢自転車月間｣

入っていますか
自転車保険

県の条例で自転車保険への加入
が義務付けられています。
自転車に乗る人は必ず保険に入
り､交通ルールを守りましょう。
※ウェブページの｢チェックシー

ト｣でご自身の加入状況を確
認してください。
道路局交通安全･自転車政策
課( 671-2323 663-6868)

横浜市 自転車保険 検索
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市民後見人養成課程    
オンライン説明会

事前予約制｡会場説明会もあり｡養
成課程受講希望者はいずれかに参
加必須

6月10日（金）9時～30日（木）17時
5月11日から で
横浜生活あんしんセンター（ 201-
2009 201-9116）

人権擁護委員による特設人権相談
先着3人

6月1日（水）10時30分～16時（ 12時
～13時除く）
5月11日から で会場の市役所市
民相談室（ 671-2306 663-3433）

国民健康保険の特定健診
2022年4月1日時点で加入している40
～74歳へ受診券と案内を5月中旬送付

2023年3月31日（金）まで
協力医療機関
専用ダイヤル（ 664-2606 663-
4469）

市立図書館から
①4月から貸出冊数が増えました
②休館
①10冊まで貸出可｡予約受付冊数は
6冊までで変更はなし

②全館＝5月6日（金）
 神奈川･金沢･保土ケ谷＝5月24日（火）

～26日（木）    
港南･瀬谷･中･緑＝6月7日（火）～9
日（木）
中央図書館（ 262-7334 262-
0052）

国民生活基礎調査に協力を
6月8日までに対象地区の3,500世帯へ
調査員証をつけた調査員が訪問

健康福祉局保健事業課（ 671-2451 
663-4469）

市民意識調査に協力を
18歳以上､5,000人へ調査票を5月下旬
に送付､郵送かインターネットで回答

政策局政策課（ 671-2028 663-
4613）

環境アセスメント図書の縦覧
2027年国際園芸博覧会 環境影響評
価方法書
意見書の提出は問合先へ

5月13日（金）～6月27日（月）（予定）
区役所広報相談係（旭･瀬谷区）､問
合先で
環境創造局環境影響評価課（
671-2495 663-7831）

施 設
横浜能楽堂    

263-3055 263-3031
横浜狂言堂｢茫々頭｣｢粟田口｣

7月10日（日）14時～15時35分
2,200円､ 6月11日12時から か

で
にぎわい座    

231-2515 231-4545
①桂南光･桂南天ふたり会
②立川こはる落語会
③三遊亭わん丈勉強会

①7月10日（日）14時～16時  
②7月14日（木）19時～21時  
③7月29日（金）19時～21時
1,600円～3,200円､ 6月1日から か

で

　新しい生活様式への転換､先の見えない不安な状況から､競馬・競輪などの公営競技やぱち
んこ等が原因で生活に支障が出ていませんか。それは､本人の意志の弱さや我慢不足が原因
ではなく､ギャンブル等の依存症かもしれません。依存症は回復することができます。自分
自身や身近な人のギャンブル等の問題で悩んでいる人は､気軽に相談してください。

【問合せ】	環境創造局政策課　 671-2484 550-4093

【問合せ】	健康福祉局こころの健康相談センター 依存症相談・セミナーについて 671-4408　
  記事内容について　 662-3543 662-3525

5月22日は国際生物多様性の日

生物多様性について考えてみよう

5月14日～20日は「ギャンブル等依存症啓発週間」

ギャンブル等依存症について考えてみませんか？

生き物たちは､さまざまな環境のなかで暮らし､つながり合っています｡
森や海､街のように環境が異なると、暮らしている種類も異なります。

私たちが生きていく上で必要な食材や衣服､木材｡娯楽とし
て楽しんでいるお花見や森林浴。生き物たちは､私たちの暮
らしとも深いつながりがあります。

　さまざまな生き物が豊かな暮らしを続けられるように、 一人
ひとりが環境に配慮した行動を続けていくことが大切です。小さ
なことから始めてみましょう。 

楽しみながら
できる

4つの行動

身近に暮らしている生き物の存在を知る
公園や畑、水辺など身近な自然環境とふれあう
市内産の野菜や果物をおいしく食べる
環境に配慮された商品を選んで購入する

■ 依存症相談（電話・面接相談）面接相談は予約制
横浜市こころの健康相談センター　 671-4408

【日時】月～金曜（祝・休日除く） 8時45分～17時

■ 各区精神保健福祉相談 予約制
詳細は居住区の高齢・障害支援課へ問い合わせてください。

【日時】月～金曜（祝・休日除く） ８時45分～17時

■ こころの電話相談　 662-3522
【日時】月～金曜　17時～21時30分
　　　土・日曜、祝・休日　8時45分～21時30分
相談時間は約20分です。原則として継続相談は受けていません。

依存症に
関すること

日々のストレスに
よる悩みなど

こころの健康に
関すること

ギャンブル等依存症
専門医療機関での治療と

家族の回復

家族教室 夜間公開セミナー

【日時】5月31日(火)19時～20時
【会場】横浜市社会福祉センター  

(中区桜木町1-1）
【定員】先着50人｡事前申込制

申込方法など詳しくは､ 
5月11日からウェブページで 
確認してください。

横浜市 依存症 家族教室　検索

ハクセキレイハクセキレイ

ヒメアメンボヒメアメンボ

ヒメジョオンヒメジョオン

ニホンヤモリニホンヤモリ

生き物探索
リポート記事は

こちらから

「横浜 GO GREEN」で 
＃ヨコハマいきものがたり
連載中！

動物や植物の写真と豆知識を
Twitterでお楽しみください
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　9月17日から11月6日まで開催される「横浜音祭り
２０２２」の主要有料公演のチケットについて、市内在住・在
学・在勤の人向けに先行販売（抽選／先着）を受け付けます。
※抽選の場合、受付順が結果に影響することはありません。	 	
受付期間中に申し込んでください。

　「ワールドトライアスロン・パラトライアスロンシリーズ」は、世界を転戦しながらポイントを獲得
し、年間のチャンピオンを決定するシリーズ戦で、オリンピックにつながる世界最高峰の大会です。
　2022年大会は12度目の開催となります。
　世界各国のトップトライアスリートが、山下公園や赤レンガ倉庫、みなとみらい21地区など、横浜
の観光名所を舞台に戦います。感染対策を整え、全ての人が安全・安心に楽しめる大会を開催し、横浜
から	「感動」と「笑顔」を発信することで、国内外に「勇気」と「活力」を届けます。

【日程】5月14日（土）、15日（日）
【会場】山下公園周辺特設会場（山下公園スタート・フィニッシュ）

　いろいろなバラを楽しめます。入場は無料ですが、事前予約が必要です。
詳しくはウェブページを確認してください。　

【日時】5月12日（木）～16日（月）10時～18時（初日は
11時から、最終日は17時まで）

【会場】横浜市役所アトリウムほか

　横浜の歴史ある風景を巡りながら、バラの街歩きを
楽しむことができます。

【問合せ】	横浜アーツフェスティバル実行委員会（文化観光局内）　 663-1365 663-1928

【問合せ】	世界トライアスロンシリーズ横浜大会 組織委員会事務局　 680-5538（9時〜17時） 641-2371

【問合せ】	NTTハローダイヤル　 050-5548-8686（6月13日まで9時〜20時） 224-6627

日本最大級の音楽フェスティバル　

横浜音祭り２０２２
市民先行販売（抽選/先着）の受付開始

2022ワールドトライアスロン・パラトライアスロンシリーズ

横浜大会を開催します

ガーデンネックレス横浜2022

横浜ローズウィーク開幕

トライアスロン 横浜 2022　検索

公演名 日　程 会　場 受付方法・時期 チケット購入先
千住真理子＆Ｎ響のメンバーによる
アンサンブル 9月23日（金・祝）　 神奈川県立音楽堂

抽選
5月16日（月）
～26日（木）

横浜音祭りチケットセンター
（神奈川芸術協会内）
453-5080

（月～金曜10時～18時、土曜
10時～15時、祝・休日を除く）
ウェブページでも申込み可

ヨコオト 検索

須川展也プロデュース	トルヴェール・
クヮルテット	with	横浜市消防音楽隊 10月1日（土） 関内ホール	大ホール

反田恭平＆Japan	National	Orchestra 11月6日（日）　 横浜みなとみらいホール	大ホール

横浜18区コンサート 9月19日（月・祝）～10月19日（水） 各区会場 先着
5月16日（月）
～6月5日（日）0さいからのこんさーと 10月14日（金） みどりアートパーク	ホール

横浜みなとみらいホールリニューアル記念
公演:神奈川フィルハーモニー管弦楽団 10月29日（土）　 横浜みなとみらいホール	大ホール

先着
5月16日（月）～

横浜みなとみらいホール
仮事務所チケットセンター
682-2000

（月～木曜11時～16時、祝日・
休業日を除く）

ミュージック・イン・ザ・ダークⓇ 11月1日（火）　 横浜みなとみらいホール	小ホール
井上道義指揮	ＮＨＫ交響楽団	
カウンターテナー :藤木大地 11月3日（木・祝）　 横浜みなとみらいホール	大ホール

【期間】5月3日（火・祝）～6月12日（日）

　© Shinji KAWATA/JTU

バラの見どころ
ローズフェア with 趣味の園芸

山下公園 港の見える丘公園 ガーデンネックレス横浜 検索

　© ITOON/GN
横浜ローズウィーク 検索
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Public Service Announcement　
Inter FM897 月〜金 6:12〜6:15／12:55〜12:58

YOKOHAMA My Choice!
FMヨコハマ 日 9:30〜10:00

ホッと横浜　
ラジオ日本 木・金 16:30〜16:35

横浜市 令和４年度予算 検索

令和4年度予算における主な取組を紹介します

【問合せ】 財政局財政課　 671-2231 664-7185

　今年3月に、総額1兆9,749億円からなる一般会計を含めた令和4年度予算が成立しました。コロナ禍を踏まえ、「感染症対策の強化」と
「横浜経済の回復」を最優先に、子育て支援や教育、DXの推進、脱炭素の取組などを進めています。　

◦ワクチン接種の推進
◦PCR検査などの感染対策
◦外来診療拠点の新規確保

◦次の横浜を創る政策プロ
ジェクト
◦保育所等受入枠確保
◦医療的ケア児の受入体制
の確保

◦（仮称）スマート教育センター
の設置準備や英語教育の充
実など子どもの可能性を広
げる教育の推進

◦特別養護老人ホームの整備
◦多機能型拠点の4館目整備
など障害児・者支援の充実

◦「横浜DX戦略（仮称）」の策定
◦7つの重点方針でDXを推進
　行政サービスのデジタル化
　防災・子育て等重点分野におけるDXの推進
　創発・共創によるDXの推進
　デジタル化に合わせた働き方改革

　財政・行政運営・政策を連動させ、持続可能な市政運
営に向けたガバナンスを強化するため、市政の中長期
的な羅針盤となる重要方針・計画を策定します。
◦横浜市の持続的な発展に向けた財政ビジョン
◦行政運営の基本方針
◦次期中期計画

◦中小企業や商店街への支援
◦雇用機会の創出
◦観光・MICE支援

◦資金繰り支援の拡充など中小
企業・小規模事業者の支援
◦「横浜市観光MICE戦略」策定
など観光・MICEの推進

◦旧上瀬谷通信施設地区の	
土地利用推進
◦新たな地域交通施策の検討

◦Zero	Carbon	Yokohama
の実現

◦新たな日常に取り組む
ための環境整備

◦デジタル化、DX推進

◦国際園芸博覧会の推進

◦災害情報伝達・普及啓発
◦風水害対策の推進
◦新たな消防本部庁舎の
整備など消防力の強化

◦高速鉄道3号線延伸事業

2,041億円新型コロナウイルス感染症対策

4,922億円「誰もが自分らしさを発揮し、いきいきと安心して暮らすことができる街」の
実現に向けた取組

119億円DXの推進 重要方針・計画の策定

※各項目における取組および予算額は、一部重複しています。
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